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高齢になってくると認知症予防対策にと絵を描いたり、ペン字をしたり、クイズを解いたりと頭を働

かせると共に適宜運動を加えながら色々と工夫されている方もおられることでしょう。若い頃から仕事

などで表計算ソフトのエクセルⓇを利用していた方はエクセルを使って問題を解いてみるのも一案かも

しれません。そこでエクセルを利用して解く問題をいくつか提起してみましょう。

１）西暦年から十干十二支の年を導く問題                     

十干とは甲乙丙丁戊己庚辛壬癸(こう、おつ、へい、てい、

ぼ、き、こう、しん、じん、き)のことで他の読み方として(き

のえ;木兄、きのと;木弟、ひのえ;火兄、ひのと;火弟、つち

のえ;土兄、つちのと;土弟、かのえ；金兄、かのと;金弟、み

ずのえ;水兄、みずのと;水弟)があります。十二支とは子丑寅

卯辰巳午未申酉戌亥(ね、うし、とら、う、たつ、み、うま、

ひつじ、さる、とり、いぬ、い)のことで、十干と十二支を組

み合わせて古来よりある年を表します。６０の組み合わせで

一巡するので一巡すると満６０歳の還暦を迎えて「長生きで

きて、めでたいなあ」となるのはご存じの通りです。２０２

４年は甲辰(きのえたつ)の年になるのですが、任意の西暦年

から十干十二支の年を求めるエクセルの式を求めましょうという問題です。右図上で赤矢印のセルに

「1954(年)」を入力すると右側に「甲午きのえうま」と表示できるようにする問題です。

応用問題として上記の逆問題があります。ある十干十二支の年は西暦年では複数あるのですが、右図

下で赤矢印のセルに「壬寅」と入力すると対応する西暦年を過去と未来に渡って複数表示する問題です。

２）西暦年月日からそれが何曜日かを知る問題                   

右図で赤矢印のセルに西暦年、月、日を入力すると下に

該当曜日を表示させるようにします。エクセルには多くの

関数が用意されていますから、この問題は DATE 関数と

WEEKDAY 関数を利用すると比較的簡単にできます。

しかしそれらの関数を利用しないで上図のような回答を出すには頭を結構ひねらねばなりません。

３）患者満足度アンケート結果を複数店舗間で比較する問題             

これは実際に私が関わった仕事の一つになります。エクセルはあくまでも表計算用ソフトなので膨大

な量のデータを処理することはできず、その場合はアクセスⓇなどのデータベースソフトを利用します。

とは言えある程度(数は把握していませんが)のデータ処理は可能です。ある法人が４つの薬局を経営し

ていました。各薬局で患者さん約１００名を対象にして同じアンケート調査をしました。例えば「あな

たはこの薬局の職員の対応に満足していますか？ ５.良い、４.まあ良い、３.ふつう、２.あまり良く

ない、１.良くない」というような５段階評価形式にします。実際には同様のアンケートがいくつもある
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のですが、ここでは簡単に１問だけにし

ます。その結果の％を右のような横棒グ

ラフで表示するという問題です。さらに

店舗間の比較を平均値の 95％信頼区間

で 表 現 し

た 左 の グ

ラ フ も 添

えます。

４）私費生薬の領収書を作成する問題                       

漢方薬の刻み調剤薬局に関わっていた頃に私が実際に

作ったエクセル計算表になります。刻み調剤(煎じ薬用)

の場合に薬価収載品ばかりでなく収載品外の私費の生薬

も利用されます。それは別会計になるため私費生薬用の

領収書が必要になります。そこで各生薬の明細を記載し

た領収書とその控えも含めた２枚分を同時に印刷しよう

というものをエクセルで作りました。右図は初期モデル

で後に各生薬の簡単な薬効を右横に付記したものに代え

ました。その薬局の会計システムが変更になるまで利用されていたようです。このような領収書をエク

セルで作ってみてくださいという問題です。

５）居宅療養指導業務に必要な書類を作成する問題                 

居宅療養指導では薬歴、訪問指導計画書、医師への報告書、ケ

アマネジャーへの報告書の記載をしなければならず同じ内容を

繰り返して書くことが頻回にあり業務上の負担になっていまし

た。当時は手書きでしたので負担は結構なものでした。そこでエ

クセルを利用してベースになる情報を記載してその内容のいく

つかを選択して各種書類を印刷できるようにしました。電子薬歴

の諸条件を満たしていませんから印刷しては署名し、薬歴も印刷

した分を別途ファイルで保管する必要がありましたが、かなり業

務負担の軽減につながったと思います。右図は訪問指導した時に

ベースとなる記載項目の一部ですがこのシートに入力しただけ

で他のシートに設定した薬歴、計画書、報告書へ項目別に反映さ

せます。あとは各シートを印刷するだけなので作業工程が楽にな

ります。詳細は紙面の関係で割愛しますがこのようなものをエク

セルで作ってみてくださいという問題です。やがて電子薬歴でも

対応が可能になり短期間のエクセル利用で終わりました。

エクセルを単に表作成のみで利用される場合が多いとは思い

ますが、普段業務の軽減のためにエクセルの機能をフルに活用す

る手段はあると思っています。必要は工夫の母と思い諦めずにエ

クセルに挑戦してみるのが大切です。       （終わり）


